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総括判断の要点前回比較今回（８年１月判断）前回（７年10月判断）

○ 個人消費は、回復しつつある。

○ 生産活動は、一部に弱さがみられて

おり、横ばいの状況にある。

○ 雇用情勢は、持ち直しの動きに一服

感がみられる。

回復しつつある
物価上昇の影響がみられる

ものの、回復しつつある
総括判断

前回比較今回（８年１月判断）前回（７年10月判断）

回復しつつある
物価上昇の影響がみられる
ものの、回復しつつある

個人消費

横ばいの状況にある横ばいの状況にある生産活動

持ち直しの動きに一服

感がみられる
持ち直している雇用情勢

横ばいの状況にある横ばいの状況にある住宅建設

〔先行き〕

先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、回復していくことが期待される。ただ

し、今後の物価動向や金融資本市場の変動等の影響に注意する必要がある。

（ 注 ） 8 年 1 月 判 断 は 、 前 回 7 年 1 0 月 判 断 以 降 、 足 下 の 状 況 ま で を 含 め た 期 間 で 判 断 し て い る 。

Ⅰ．最近の九州財務局管内の経済情勢

熊本県 →

「 緩 や か に 回 復

している」

大分県 →

「 緩 や か に 回 復

しつつある」

＜県別の経済情勢＞ ※ ８ 年 １ 月 判断

宮崎県 →

「物価上昇の影響が

みら れるもの の 、 緩

や か に 回 復 し つ つ

ある」

鹿児島県 →

「 緩 や か に 回 復

しつつある」

出 所 ： 国 土 地 理 院 ホ ー ム ペ ー ジ( h t t p s : / / m a p s . g s i . g o . j p / ) 地 理 院 地 図 を 加 工 し て作 成



Ⅱ．九州財務局管内の「地域におけるAI活用を巡る現状」

【 調 査 実 施 要 領】

１ ． 概 要
( 1 )調 査期 間： 2 02 5年1 2月中 旬～ 20 26年 1月 上旬
( ２ ) 調査 対象 ： 九州 財務 局が 管内 経済 情勢 報告 を 取 りま と め る際 に従 来から継 続的 にヒア リン グを 実 施して いる企 業。

計 1 0 0 社 (う ち、製造 業47 社、非 製造 業5 3社)。

２ ． 注 意 事 項
( １ )結 果数 値(％ )は、小数 点第 ２位 を 四 捨五 入して いるた め 、 合計 が10 0％ にな らな い 場合 があ る 。
( ２ ) 複数 選択 可の 質問 は、回答 数を 総 回 答社 数で 割 っ た 比 率を 回 答 割合 と している た め 、合 計が 100 ％を 超 え る場合 があ る 。
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66.0

78.7

34.0

21.3

非製造業

製造業

（業種別：現在）

4.2

4.2

2.8

2.8

11.1

15.3
18.1

91.7

特段効果を実感していない

その他

売上の増加

新規商品等の開発等

既存商品等の価値・品質向上

コスト削減

必要人員の減少

業務時間の削減

活用効果(複数選択可)

5.6
1.4
1.4

9.7
16.7

6.9
25.0

6.9
11.1

6.9
63.9

90.3

その他

AIロボティクス

採用支援

教育・研修支援

開発・技術支援

在庫・調達管理

製造・品質管理

顧客対応

顧客分析

財務・経営分析

情報検索・収集・調査

文書作成

活用用途(複数選択可)

Ⅱ．九州財務局管内の「地域におけるAI活用を巡る現状」
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約５年前と現在を比較すると、AIを活用している事業者の割合は、2.0%から72.0%へと大きく増加している。なお、非

製造業に比べて、製造業における活用割合がやや高くなっている。

現在ＡＩを活用している企業は、活用用途として「文書作成」、活用効果として「業務時間の削減」を挙げる先が多い。現在AI

を活用していない企業は、活用していない理由として「人材・スキル・体制不十分」を挙げる先が多い。

AIの活用状況

72.0

2.0

28.0

98.0

現在

約５年前

活用している 活用していない

（全産業）

25.0

7.1

14.3

7.1

46.4

その他

必要性を感じない

リスクに不安

コストに不安

人材・スキル・体制不十分

活用していない理由

設計図作画等が簡単になるのであれば検討したいが、

知識不足のため活用方法が分からない(輸送用機械)

必要性を感じていないというより、各職務においてど

のように活用したら良いか分からない(卸売)

市場動向・分析、資料作成、法令確認等において作業時間が短縮(生産用機械)

設備の異常検知により部品交換や故障を事前に認識することができ、修理費用や生産ロスを低減(電子部品・デバイス)

売上げ予想に基づいて適正人員となるシフトを作成しており、人件費を削減(飲食)



世界シェアNo.1を誇るイメージセンサー事業にAIを活用

Ⅱ．九州財務局管内の「地域におけるAI活用を巡る現状」ー紹介事例①ー
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▮イメージセンサー市場

市場見通し カメラの高画質な撮影を支えるAI技術

【 商 号 】 ソ ニ ー セ ミ コ ン ダ ク タ マ ニ ュ フ ァ ク チ ャ リ ン グ 株 式 会 社
【 所 在 地 】 熊 本 県 菊 池 郡 菊 陽 町
【 資 本 金 】 １ 億 円
【 従 業 員 数 】 約 1 2 , 8 0 0 名 （ 2 0 2 5 年 1 0 月 1 日 現 在 ）
【 設 立 】 2 0 0 1 年 4 月
【 事 業 内 容 】 半 導 体 の 設 計 ・ 開 発 ・ 生 産 ・ カ ス タ マ ー サ ー ビ ス

ソ ニ ー セ ミ コ ン ダ ク タ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ （ S S S ） グ ル ー プ
の 一 員

▮AI技術を内蔵した約2億画素のイメージセンサー

ト レ ン ド で あ る ス マ ー ト フ ォ ン 向 け セ ン

サ ー の 高 付 加 価 値 化 を 主 な 要 因 と し て 、 イ

メ ー ジ セ ン サ ー 市 場 全 体 で 年 平 均 約 9 ％ 成

長 見 込 み （ 2 0 3 0 年 度 ま で ）

先進運転支援システムと自動運転の 普 及

に よ り 、 カ メ ラ 多 眼 化 と 動 画 認 識 性 能 向 上

に よ る 成 長 余 地 あ り

▮主力製品はイメージセンサー

• イ メ ー ジ セ ン サ ー は 、 レ ン ズ か ら 入 っ た 光 を 電 気 信

号 に 変 換 す る 「 電 子 の 眼 」 と な る 半 導 体

• 写 真 や 動 画 を 撮 影 す る イ メ ー ジ ン グ 用 途 か ら 、 画 像

か ら 得 ら れ る デ ー タ を 利 用 す る セ ン シ ン グ 用 途 に も

活 用 の 場 が 拡 大

▮SSSグループの競争優位性（強み）

• 独 自 の 高 感 度 ・ 低 ノ イ ズ 技 術 と 高 い 画

質 性 能 、 幅 広 い ラ イ ン ア ッ プ

• 量 産 品 質 と 信 頼 性 を 備 え 、 ス マ ー ト フ ォ

ン ・ 車 載 ・ 産 業 な ど 多 様 な 分 野 で 最 適 な

イ メ ー ジ ン グ を 提 供

『 L Y T I A  9 0 1 』

• 内 部 に A I 技 術 を 組 み 込 ん だ ス マ ー ト フ ォ ン 向 け

の イ メ ー ジ セ ン サ ー

• 有 効 約 2 億 画 素 の 高 解 像 度 と 高 感 度 を 両 立

( 出 所 ) ソ ニ ー セ ミ コ ン ダ ク タ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 資 料 を
基 に 九 州 財 務 局 に お い て 加 工 し て 作 成

AIの貢献

セ ン サ ー 内 A I の リ ア ル タ イ

ム 映 像 処 理 が 可 能 に す る 、

細 部 ま で 鮮 明 な 動 画 撮 影 に

よ る 安 全 性 と 快 適 性 の 向 上

車 載 カ メ ラ の 高 性 能 化 に よ

る交通事故の減少や安全運

転支援へ の 貢 献

ド ラ イ バ ー や 同 乗 者 を 見 守

る カ メ ラ に よ る事故予防の

実 現

産 業 用 カ メ ラ の 高 機 能 化 に

よ る製造品質の向上や不良

品削減

セ キ ュ リ テ ィ カ メ ラ の 高 機

能 化 に よ る安全 ・安心な街

づくり

ス マ ー ト フ ォ ン 動 画 の 高 画

質 化 に よ る映像文化 ・ 創作

活動の拡大

▮AIが支える社会・生活

【 特 長 】

• 高 い 倍 率 で ズ ー ム し た 時 に も 、 高 精 細 な 画 質 を

維 持

→ 細 か い 模 様 や 文 字 な ど の 微 細 な 描 写 に お い

て 細 部 ま で を 自 然 に 再 現 す る こ と が 可 能

• A I に よ る 画 像 処 理 を セ ン サ ー 内 で 高 速 に 行 う こ

と で 、 4 K 動 画 の ズ ー ム 撮 影 な ど も ス ム ー ズ に

C M O S イ メ ー ジ セ ン サ ー 『 L Y T I A  9 0 1 』

( 出 所 ) ソ ニ ー セ ミ コ ン ダ ク タ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 資 料 を 基 に 九 州 財 務 局 に お い て 加 工 し て 作 成

イ メ ー ジ セ ン サ ー の A I 搭 載
イ メ ー ジ

■ セ ン シ ン グ ( モ バ イ ル 、 車 載 、 産 業 ・ 社 会 イ ン フ ラ )

■ モ バ イ ル イ メ ー ジ ン グ

■ カ メ ラ

※ 後 段 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ セ ッ サ ー に て 2 倍 処 理



介護事業にAIを導入、現場発のAI連携プラットフォームを目指す

Ⅱ．九州財務局管内の「地域におけるAI活用を巡る現状」ー紹介事例②ー
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▮リアルタイムの情報共有

▮安全性確保、事故予防

介護業界の課題・問題意識 AI導入の取組と効果 AI推進のポイント・展望

【 商 号 】 株 式 会 社 S E N S T Y L E
【 所 在 地 】 熊 本 県 熊 本 市 東 区
【 資 本 金 】 3 百 万 円
【 従 業 員 数 】 1 3 4 名 （ 2 0 2 6 年 1 月 現 在 ）
【 設 立 】 2 0 1 3 年 1 月

▮ケア支援システム「HitomeQケアサポート」導入

▮導入に当たり工夫した点

【 事 業 内 容 】 住 宅 型 有 料 老 人 ホ ー ム 、 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護
【 関 連 会 社 】 株 式 会 社 S a n d K （ 有 料 老 人 ホ ー ム ・ 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 運 営 ）

株 式 会 社 ケ ン プ ロ （ 有 料 老 人 ホ ー ム ・ 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問
介 護 看 護 運 営 ）

▮現場における改善継続

▮今後の展望

▮導入の効果

▮人手不足

▮経営者の主体的な関与

働き方改革で

人材を守る

生産性・介護の

質向上

転倒が67％減

安全性向上

コニカミノルタHP

入 居 者 の 転 倒 事 故 等 が 継 続 し て

発 生 し 、 安 全 性 確 保 、 事 故 予 防 の

取 組 が 必 要

転 倒 時 の 映 像 を 基 に 、 2 4 時 間 以 内 に 改 善 策 を 実 施

立 ち 上 が り 検 知 に よ る ス タ ッ フ 駆 け 付 け で 転 倒 防 止

紙 媒 体 の ア ナ ロ グ な 現 状 で は 、 情

報 共 有 に 時 間 を 要 し 、 介 護 の 質 ・

生 産 性 を 高 め る こ と が で き な い

人 手 不 足 に も か か わ ら ず D X ・ A I

導 入 は 困 難 と の 思 い 込 み

D X ・ A I が 進 展 し な い 介 護 業 界 に

当 社 事 例 の 横 展 開 で 変 革 の 契 機 を

居 室 の A I 搭 載 カ メ ラ が 2 4 時 間 3 6 5 日 、 利 用 者 を 見 守 り

行 動 分 析 セ ン サ ー が モ ー シ ョ ン キ ャ プ チ ャ ー *で 人 の 姿 勢 を 認 識 。 転 倒 ・

起 床 ・ 立 ち 上 が り ・ 微 体 動 の 停 止 な ど を 検 知 す る と ス タ ッ フ に 通 知

行 動 記 録 や 運 動 機 能 、 覚 醒 ・ 睡 眠 デ ー タ を 日 々 蓄 積

介 護 等 に 強 み が あ り 誤 報 が 少 な い シ ス テ ム を 提 供 し 、 現 場 の 声 に 応 え

て く れ る メ ー カ ー を 採 用

入 所 時 に 本 人 ・ 家 族 の 事 前 承 諾 を 得 て 録 画 。 画 像 確 認 を 危 険 行 動 検

知 時 に の み 限 定 し 、 プ ラ イ バ シ ー を 保 護

既 成 製 品 に は 現 場 の 声 が 十 分 に 反

映 さ れ て い な い こ と が あ り 、 導 入

後 に 使 わ な く な る 懸 念 。 継 続 的 な

改 善 要 望 が 重 要

経 営 者 が A I 使 用 の ル ー ル を 決 め 、

専 任 部 署 を 置 い て 、 デ ー タ 入 力

支 援 、 使 用 状 況 の チ ェ ッ ク 、 効 果

検 証 す る こ と が 不 可 欠

当社主導で現場発の A I 連 携 プ ラ ッ ト

フ ォ ー ム を 整 備 中

• バ イ タ ル デ ー タ 蓄 積 に よ る 予 定 入

院 の 判 定 （ 緊 急 搬 送 前 の 入 院 が 重

篤 化 を 防 ぐ ）

• A I が 入 居 者 の 状 態 に 応 じ て ス

タ ッ フ に タ ス ク を 随 時 指 示 な ど

既 存 製 品 の 導 入 支 援 に と ど ま ら ず 、

新 規 研 究 開 発 費 用 へ の 援 助 や 環 境 整

備 の 一 層 の 充 実 を お 願 い し た い

当 社 の 強 み

デ ー タ 収 集 に 必 要 な 施 設 規 模

（ 入 居 者 ・ ス タ ッ フ ）

看 護 師 等 の 医 療 従 事 者 が 8 割

文 部 科 学 省 指 定 の 研 究 所 を 併 設

デ ジ タ ル 化 に よ る 情 報 共 有 の 迅 速 化

蓄 積 デ ー タ に 基 づ き 、 予 兆 検 知 、 急 性 増 悪 の 傾 向 把

握 、 効 果 的 な リ ハ ビ リ 計 画 の 策 定 が 可 能 に

残 業 抑 制 、 夜 間 少 人 数 体 制 に お け る 負 担 軽 減

* 人や物の動きを計測し、デジタルデータ化する技術

【要望】地方の中小企業によ
るDX・AI研究開発を促進



人 員 体 制

複 数 名 の モ ニ タ ー 要 員 を 他 業 務 に 振 替

学 習 機 能 に よ る 検 知 精 度 の 向 上

空 港 特 有 の 環 境 に 合 わ せ て 警 備 機 能 を カ ス タ マ イ ズ し 、 環 境 変 化

に 応 じ て 学 習 機 能 で 随 時 更 新

Ⅱ．九州財務局管内の「地域におけるAI活用を巡る現状」ー紹介事例③ー
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▮警戒範囲の拡大

▮業務量の増加

具体的な取組 効果・展望

▮警備業務をサポートするAI警備システムの導入

▮現場での運用

【 事 業 内 容 】 熊 本 空 港 運 営 等 事 業 、 航 空 保 安 施 設 の 運 営 / 空 港 施 設 管 理 等
【 関 連 会 社 】 熊 本 空 港 給 油 施 設 株 式 会 社

熊 本 エ ア ポ ー ト サ ー ビ ス 株 式 会 社
熊 本 空 港 警 備 株 式 会 社

▮導入後の効果

▮今後の展望

▮導入に当たり工夫した点

• 新 旅 客 タ ー ミ ナ ル と 商 業 ・ 交 流 エ リ ア 「 そ ら よ

か エ リ ア 」 の 開 業 で 警 戒 範 囲 が 約 2 倍 に 拡 大

• 1 0 0 台 超 の カ メ ラ を 常 時 監 視

• 国 際 線 の 新 規

就 航 や 増 便 で

旅 客 が 急 増

• 多 言 語 対 応 や

混 雑 管 理 の 難

易 度 上 昇

増員が急務

深刻な警備員の人手不足

一 人 当 た り の 業 務 が 増 加 し 続 け る 状 況

「 A I S e c u r i t y a s i l l a 」 の 機 能 概 要

• 全 監 視 カ メ ラ 映 像 を A I が 常 時 解 析

• 異 常 行 動 （ 暴 力 、 ふ ら つ き 等 ） を 即 時 検 知 し 保 安 室 パ ソ コ ン に 通 知

• 「 違 和 感 検 知 」 技 術 で い つ も の 状 況 と 異 な る 違 和 感 を 検 知

• 混 雑 状 況 把 握

現 場 の 抵 抗 感 払 拭

シ ニ ア 中 心 の 警 備 現 場 に 対 し て 、 操 作 の 容 易 さ を 提 示

現 場 の 雇 用 不 安 払 拭

人 員 削 減 で は な く 残 業 削 減 が 目 的 で あ る 旨 丁 寧 に 説 明 し 、 警 備 委

託 先 と 認 識 を 共 有

省 人 化 ・ 効 率 化

• 増 員 せ ず 現 員 で 警 備 可 能 に

• 月 約 4 2 0 時 間 の 監 視 業 務

削 減

生 産 性 向 上 （ 質 的 向 上 ）

• A I に よ る 即 時 検 知 で 初 動 対

応 の ス ピ ー ド が 向 上

• 「 違 和 感 検 知 」 に よ り 、 人 の

目 で は 気 づ け な か っ た 行 動

を 把 握 し 、 警 備 を 強 化

• 混 雑 状 況 を 可 視 化 し 、 警 備

員 配 置 を 最 適 化

従 業 員 の 意 識 改 革

• A I ・ デ ジ タ ル 化 へ の 順 応

A I と D X の 融 合

• 配 備 済 み ロ ボ ッ ト に A I 警 備

シ ス テ ム を 搭 載 し 、 予 兆 検 知

な ど で 警 備 を 強 化

屋 外 警 備 へ の 展 開

• A I 警 備 シ ス テ ム の 屋 外 拡 張

【 商 号 】 熊 本 国 際 空 港 株 式 会 社
【 所 在 地 】 熊 本 県 上 益 城 郡 益 城 町
【 資 本 金 】 6 4 . 4 億 円
【 従 業 員 数 】 9 5 名 （ 2 0 2 5 年 1 1 月 現 在 ） ※ 嘱 託 含 む
【 設 立 】 2 0 1 9 年 4 月
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( 出 所 ) 当 社 資 料 を 基 に 九 州 財 務 局 が 作 成

AI警備システムで安全と効率を実現

( 出 所 ) 当 社 資 料 を 基 に 九 州 財 務 局 が 作 成
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